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家庭学習の手引き ～英語編～

７月に入りました。１学期のまとめの時期です。テストの直前ではないからこそ、日々の授業内
容をどのように復習するかはとても大切な問題です。今回は、英語の家庭学習を効果的に行うため
の手引きを紹介します。
レベル１【 まとめ 】

授業のノート、ワーク、教科書、参考書などから重要だと思うことを抜き出し、
まとめ直す（そのまま写してもよい）。 ※新しいこと（文法など）を習った日の復習として

レベル２【 暗記練習 】

①ノートに「赤ペン」で覚えたい英文や熟語を正しく書く。
②その下に、音読をしながらなるべく速く５回書き写す。
③顔を上げて（何も見ないで）その英文や熟語を言えたら、次へ。
＊練習した後は、必ず「自己テスト」を作成し確認すること（練習する前に作っておく）

レベル３【 パターン練習 】

①習った文の一部（単語）を変えて、自分に関係する文にしてみる。
（例）Alex likes baseball → Mr.Fujitaka likes fishing.
②ワークや問題集をノートに解くのもパターン練習の一つ
何もすることが思いつかなければ、ワークの問題と答えをノートに書いてみるべし！
間違えた単語や文は、↑のレベル２のやり方で直す。

③教科書の文の一部を変えて、会話や物語の展開を自分なりに変えてみる。
（例）Yes,～. で答えてある文を No, ～. に変えて、その後のストーリーを作り変える。

レベル４【 自己表現 】

習った英語で自分のことや家族のこと、友達のことを説明してみる。
（例）英語日記、好きなもの紹介（定期的に書いてみる）、地域の紹介、これからの予定、

英語マンガ、教科書の Presentationのページを参考にして、英作文を書く。

（参考文献）上山晋平『アクティブラーニングを支える「家庭学習指導」とは？』
※裏面には参考になるノートの例を載せています。


